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日本での芝生のイメージ



海外では・・・



芝生の定義

「土を覆って転んでも怪我をさせない青々とし
ている形状」

草取りや除草は一切しない。

（一部、使用頻度や競技レベルに応じて芝生管
理を行う）



芝生の利点

• 転んでも怪我をしにくい
• 身体を動かすことの恐怖心が軽減されること
で、思いきり良く動き回ることができるように
なり、基礎体力、基礎運動能力の向上が期
待できる。



芝生と土の長所と短所



立場で変わる
芝生と土の長所と短所



芝生とは・・・

•• 芝は、イネ科の植物芝は、イネ科の植物

•• 芝には、芝には、

洋芝（西洋芝）洋芝（西洋芝）//和芝（日本芝）和芝（日本芝）

寒地型（冬芝）寒地型（冬芝）//暖地型（夏芝）に分類暖地型（夏芝）に分類

サッカー場をはじめとする「スポーツターフ」サッカー場をはじめとする「スポーツターフ」
を考える時には、寒地型を考える時には、寒地型//暖地型と分類する暖地型と分類する



寒地型芝と暖地型芝の特性

•• 寒地型芝（西洋芝）寒地型芝（西洋芝）

冬芝とも呼ばれ、冬季でも緑を保つが、暑さ冬芝とも呼ばれ、冬季でも緑を保つが、暑さ
に弱い。５℃以上で成長を始め、最適な温度はに弱い。５℃以上で成長を始め、最適な温度は
２０～２５℃といわれる。３５℃以上で枯れ始２０～２５℃といわれる。３５℃以上で枯れ始
めるが、０℃以下でも芽や根は枯れる事はない。めるが、０℃以下でも芽や根は枯れる事はない。

•• 暖地型芝（日本芝）暖地型芝（日本芝）

夏芝とも呼ばれ、冬季には枯れて冬眠に入る夏芝とも呼ばれ、冬季には枯れて冬眠に入る
が、根は越冬する。１０℃以上で成長を始め、が、根は越冬する。１０℃以上で成長を始め、
３０℃以上になっても成長は可能。３０℃以上になっても成長は可能。



暖地型芝と寒地型芝

暖地型芝（日本芝） 寒地型芝（洋芝）

気象条件 高温多湿を好む 温暖と適度な乾燥を好む

土壌条件 あまり選ばない 砂質土壌を好む

耐厚性 非常に強い 弱い

耐病性 強い 弱い

管理性 一般的に容易 難しい

主な用途 公園、庭等 サッカー場等



芝の代表的な種類

• 寒地型芝
ベントグラス類 （クリーピングベントグラス）
ブルーグラス類 （ケンタッキーブルーグラス）
フェスク類 （トールフェスク）
ライグラス類 （ペレニアンライグラス）

• 暖地型芝
日本芝 （野芝、コウライ芝）
バミューダグラス（バミューダグラス、ティフトン）



各種の特性



サッカースタジアムの芝



芝生管理には・・・



芝生管理には・・・



芝生管理には・・・

③施肥・病害虫

＜施肥＞

芝生が元気良く丈夫に育つ
には肥料は欠かせない存在

z 窒素（Ｎ）

葉色を良くする

z りん （Ｐ）

根を良くする

z カリウム（Ｋ）

芝生を強くする

＜病気＞

病気は弱った芝生ほど、
かかりやすく、体力の低
かが一番の原因となる

＜害虫＞

芝生を食い荒らす害虫は、
芝生にとって最も脅威、湿
度が高いほど活動は盛んに
なり、発生も多くなる



芝生管理には・・・



更新作業用機械


